
音友レコード倶楽部ＰＲ動画！
「音友レコード倶楽部」を
わかりやすく説明したＰＲ動画を是非ご覧ください。

常連の参加者との共同製作です。
撮影、編集はギター奏者の永瀬晋が担当。
新規参加の前に、ぜひご覧ください。
YouTube配信中。

そして音楽の旅は続く

2005年12月14日、ジャズシンガーとして待望の
リーダーアルバム「NEARNESS OF YOU/星乃けい」、
2006年12月20日「IN A SENTIMENTAL MOOD/
星乃けい」をＬＰ、ＣＤでリリース。 オーディオファン、
ジャズファンから高く評価支持される。

秋には“枯葉”の名曲が・・・
officialwebsite

https://www.hoshinokei.com

ジャズボーカリスト
星乃けい

1942年設立のキャピトル・レコードは米西海岸初のメ
ジャー・レーベル。1940年代～50年代はアメリカン・ポッ
プスの黄金時代を築きました。特に女性ヴォーカルは宝庫
であり、ダイナ・ショア、ペギー・リー、ジューン・クリスティ

川崎市国際交流センター

●日時：2023年11月16日（木）
１2：00開場／１2：10開演／１2：40終演予定
●場所：川崎市生涯学習プラザ・１Fロビー
●料金：無料
●出演：NEKO MUSIC 島田未来/Esraj（インド弦楽器）、ボーカル

第130回 ランチタイム・ロビーコンサート
川崎市生涯学習プラザ ●お問い合わせ

（公財）川崎市生涯学習財団
総務室 総務係
ロビーコンサート担当
TEL 044-733-5560
E-mail:concert@kpal.or.jp
川崎市中原区今井南町28－41 

●予定曲
・Raga Hemant
・Raga Aradhana
他

■ご注意：11月、12月は
　「生涯学習プラザ」に会場変更になります。
◎開催日時：11月11日（土）
　開場:1３時15分/開演:13時30分/閉会:16時30分
◎開催会場：生涯学習プラザ・101活動室（1６名収容会場を使用）
　※ソフトドリンク等の持ち込み可
◎参加費：￥1,500、※高校生以下 ￥500
　※次回12月は2日（土）を予定しています。
　　詳細はＨＰをご覧ください。
　※手の消毒、マスクのご持参をお願いします。
　※音友レコード倶楽部ＰＲ動画配信中
　※詳しくは「音友会」のホームページから
　　お問い合わせください。▶ http://ontomo.jp

２0２3年11月11日（土）Jazz Date「ジャズファンの集い」のプログラム

●お問い合わせ
川崎市国際交流センター
((公財)川崎市国際交流協会)
TEL 044-435-7000
E-mail:soudan39@kian.or.jp
ホームページ https://www.kian.or.jp/
川崎市中原区木月祗園町2-2
元住吉駅から、徒歩10分

11月11日（土）は「ベースの日」
　１１１１は縦に真っ直ぐな棒が４本でベースの弦に見立
て「ベースの日」と2014年12月10日、日本記念日協会に登
録された。もともとは2013年の11月11日に、J－WAVEの
番組企画で提案したことからはじまった様です。音楽のボ
トムを支える「ベース」を愛する人たちが中心となり、音楽
の楽しさを分かち合う日にしていくというのが「ベースの
日」の目的です。
椎名林檎のバックバンド「東京事変」のべーシストで音楽

プロデューサーとして活躍する亀田誠治氏が提案者。彼は
現在、朝日新聞の(土曜日版)にて月1回コラムを執筆中です。

女性ヴォーカルの宝庫、キャピトル・レコード

連載50

DJ担当：大場アキヒロ 
ら一流アレンジャーの伴奏と相
まって、多くの傑作アルバムをリ
リースしました。
その一端を聴いていきます。
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▲Dinah,yes indeed!
　/Dinah Shore

▲Autumn Leaves/Sarah Vaughan

La Vivencia Flamenca
（ラ・ビベンシア・フラメンカ）
フラメンコ音楽ユニット：
山田美季（カンテ(歌)・田村庄太（ギター）の生演奏で街や
お店を活気付け、フラメンコや生演奏をもっと身近に感じ
てもらい、演奏者の表現できる場を増やしたい、と各音楽
イベントの他、都内、横浜のレストランやBAR等の飲食店
でライブ活動を行っている。

音友レコード倶楽部
レコードコンサートのプログラムは
Light music & Jazz Date合同開催
●2023年11月11日（土）プログラム
　「ジャズファンの集い」と
　「持参レコード/ＣＤを楽しむ集い」
　・川崎市生涯学習プラザ101活動室
　・13：15開場/13：30開演
　・参加費：￥1,500

留学生と交流する会
川崎市親善留学生が、いろいろなテーマで母国と日本の違いなどを発表します。
4年ぶりの対面での交流会です。
ぜひ留学生に会いに来てください。
・日　時：11月18日（土）13:30～15:30
・場　所：川崎市国際交流センター　
　　　  別棟　レクリエーションルーム
・参加費：無料
・定　員：30 名（申込者多数の場合は抽選）
・申込方法：申込フォームより
  お申し込みください。
・申込締切：11月9日（木）

2019年の10月号から連載をス
タートして、なんと今回で50回目！飽
きっぽい私にしては凄い事です（笑）
15才で唄い始めてからの半世紀分の
旅路を、拙い文章で書かせていただ
いていますが、ここまでいろいろな音
楽の中を放浪してきて現在は、自由に
表現できるジャズの世界で楽しく唄っ
て幸せです。このジャズというジャン
ルは、それぞれの人が自分の好きな
世界を表現する場所にいるのでほん
とに面白いなぁと思います。SWING
をひたすらに追求したり、一つの音に
こだわり続けたり、オリジナルやアレ
ンジの発信、奇想天外なサウンド、か
と思えばBGMやパーティーや宴会が
得意だったり、本当に多種多様です。
よく「ジャズは何をやっているのか、わ
からない」といわれますが、確かに前
衛的なジャズは私にもよくわかりませ

～ん。弾けるエネルギーを楽しんで
いる感じなのかな。でもどこかで聴
いた曲、スーパーマーケットや居酒屋
さんのBGMで流れているような、は
たまた超有名な映画の曲なんていう
のもジャズがお得意とするところで
す。私は、できれば誰も解らない難
解なジャズよりも、聴いてくださって
いる皆様と何か、思い出とか？と共有
できればいいなぁと思っているタイ
プです。なのでジャズのスタンダード・
ソングも唄うけれど70～ 80年代の
日本のニューミュージックや、カーペ
ンターズも唄っちゃう！ダンス好きな
ご年配のお客様には“ベサメムーチョ”
や“コーヒールンバ”が楽しいね～。あ
なたが楽しいと私も嬉しい！いろん
なジャンルの音楽に首を突っ込んで
旅を続けていると、それぞれの楽しさ
や素晴らしさを感じますね。世界は
素晴らしい音楽で溢れている！と思い
ます。以前シャンソンも1曲くらい覚
えたいと思った時期もあったのです
が、あの発音が全く出来なくて諦めま
した。でも大丈夫！ジャズのスタン
ダード・ソングで、元々がシャンソンの
名曲“Autumn Leaves (枯葉)”があ
るではありませんか！この曲は恋人と
の別れと晩秋を歌ったものですが、英
語の歌詞も日本語歌詞もあります。
フランス語の発音ができなくても、
シャンソン気分に浸れます。私は
ヴォーカリストなので切ない内容のこ

の曲を楽し気に唄うことはできませ
んが、演奏だけの場合は自由度が広
がって、ジャズメンの名演奏がワンサ
カありますよ。きっかけはマイルス・
デイヴィスの4beet版かしら？スリリ
ングにスウィングする演奏ものはカッ
コイイ～。あとサラ・ヴォーンの全編
スキャットも新鮮です。歌詞が無い
とはいえ、この雰囲気はダメでしょっ
て賛否両論あるのですが、年齢を重
ねた大御所の彼女がプロデュースし
た素晴らしいアルバムです。この秋、
YouTubeで“Autumn Leaves”聴き
比べなんていかがでしょう。

●プロフィール：
10代より音楽活動を始め、ホテルやホールなどで演奏活動を続ける。
2016よりインド音楽の基礎をAmit_Royに声楽をRewaNatu,Esraj
をSougata DasにCompositionをMukesh Sharmaから学ぶ。ナマ
ステインディアやインド大使館HINDI DIWASなどのイベントに出演。
インド大使館マハトマガンジー生誕記念など。

多くの方々のレコード、ＣＤが楽しみながら聴ける「持ち寄りタイム」の時間を増やしました。
「持ち寄りタイム」はノンジャンルです。コレクション、秘蔵音源がありましたら是非、お聴かせください。

●持ち寄りタイム「持参レコード／CDを楽しむ集い」

Photo:Yoshiro Yasuda

https://www.kian.or.jp/ga/

申込フォームはこちら

ジャズ､クラシック､ロック､アコースティックetc.
たくさんのアーチストが集い

一日中、生の演奏に浸って見ませんか？！

主催 音楽好きな友の会
後援 「音楽のまち･かわさき｣推進協議会
 （公財）川崎市国際交流協会
 （公財）かわさき市民活動センター
 （公財）川崎市生涯学習財団
 かわさき市民放送（株）（かわさきエフエム）
 （公財）現代人形劇センター
 人形劇団ひとみ座
 （一部申請中）
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miyoshi Music
Festivalフェスティバル

ミュージック

第3回
元住吉

川崎市
国際交流センターホール
in

共催 Motton Club
協力 モトスミ･ブレーメン通り商店街振興組合
 モトスミ･オズ通り商店街振興組合
 井田中ノ町商栄会
 木月一丁目町会､二丁目町会､三丁目町会
 福街不動産
 ソウリーヴ・ミュージック・スクール
 （2023 年 9月現在）

お問合せ：info@ontomo.jp

入場
無料～20:00

11:00

2024年
4月6日土

最寄駅 : 東急東横線･東急目黒線
｢元住吉駅｣ 西口徒歩１0 分

Add：川崎市中原区木月祗園町 2-2 
TEL：044-435-7000

出演者募集
11月11日（土）より

プロ・アマ・国籍問わず
応募締切：2023年12月末日
会場運営のボランティアスタッフも募集

https://ontomo.jp/

詳しくはwebを
ご覧ください
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ソウリーヴ・ミュージック・スクール
SouleaveMusic School
http://souleave-music.com/
元住吉駅徒歩3分、武蔵小杉駅徒歩13分
チケット制 音楽教室 Tel 044-750-8992
レッスンは8：00～22：00開始迄、詳細は要連絡

全国のミュージシャン、そして音楽活動に関わる人をネットワークしたい。演奏の場
を創り、ライブと楽曲の発信活動を後押しが目的です。元住吉から世界に向けて配
信しています。登録アーチスト募集中！！ 演奏者の方々で「モットンクラブ」から配信
希望の演奏動画を募集しています。（近郊で企画、運営可能なスタッフも募集中）

DJ担当：藤田順治ブリティッシュ・ジャズロックのすべて

 出村 克明ムール 瑠美
脱線ニューヨーク滞在記

前号からの続き

CAGED（ケイジド）システム　E型

モラトリアム
「くじら座」日記連載86

Course: Addicted to Guitar

シンガーソングライター
牧野 憲人

ブルースロックピン芸人
永瀬 晋連載66

連載08～おそいドラム人生はじまり編～
ムールドラムスの女性講師コラム特別寄稿01

いつもお世話になっております　
今月もギターを始めたばかりの方への
攻略コラムをお送りしていきたいと思
います　ここ数回はコードの省略を
紹介させていただいておりましたが、
今回からは「自力でコードを作る」と
いうテーマで進めていきたいと思い
ます　そこで便利なのが「CAGED
（ケイジド）システム」という考え方で
すね　CAGEDというのはローポジ
ションのコードC、A、G、E、Dを表して
おりまして、それらのローポジション
のコードの形を土台に色々なコードを
作っていくというお話になります　早
速今回は使いやすいEのコードで見て
いきましょう　Eのコードは3弦でメ

ジャー（M）かマイナー（ｍ）を決定し、
さらに4弦でMaj7、7thを選ぶことが
できます　例えば３弦で（Ｍ）、4弦で
7thを選べばEm7になるということ
ですね　そしてさらにルートを移動
することで別のコードへ変換できま
す（Eのコードを右にそのまま１Fずら

せばおなじみFになり、Fの状態から3
弦をマイナーにすればFmも作れま
す）こんな感じで音をずらすことで
色々なコードを自力で作れるようにな
りますので是非お試しくださいませ！
　次回はＡのローコードで解説してい
きたいと思います　ではまた！

1970年代において英国においては
ジャズ・ロックが流行っていました。
元々ジャズミュージシャンであった
ディック・モリッシー（Ts）は「ＩＦ」とい
うジャズ・ロックグループを結成しま
す。そしてその後、ジム・マレン（Gt）と
共にその流れを引き継いだジャズ・ファ
ンクグループ「モリッシー・マレン」を結
成します。その「モリッシー・マレン」2
枚目のアルバム「Cape Wrath」におい
ては「第２期ジェフ・ベックグループ」の
メンバーであったマックス・ミドルトン、
ジャズ・ロックグループ「ゴンザレス」に
参加していたリチャード・ベイリー、ロ
バート・ワイアイ、クマ原田等をサポー
トメンバーとして一緒に演奏していま
す。今回はこのアルバムに関わったメ
ンバーが参加、関係した９枚のアルバ
ムを紹介しました。まずはその原点で
ある「ＩＦ３」（写真①）より軽快なテ
ナーサックスのユニゾン（ディック・モ
リッシーとデイブ・クインシー）から始
まるインストルメンタルナンバーの
“フィボナッチズ・ナンバー”、ＩＦの継続

バンド「モリッシー・マレン」の「Cape 
Wrath」（写真②）よりビル・ウイザース
のヒット曲“ラブリー・レデイ”、第２期
ジェフ・グループ「Jeff Beck Group」
（写真③）より“デフィニットリー・メイ
ビー” をかけました。この曲は今年1月
に亡くなられたジェフ・ベックのゆった
りとしたギター演奏が聴けるインスト
ルメンタルです。続けてこの第２期ジェ
フ・グループの主要メンバー３人が立ち
上げたロックグループ「ハミングバー
ド」のラストアルバム「Diamond 
Nights」（写真④）より“ゲット・マイ・
レッド・ブーツ・オン”、それ以外にも「コ
コモ」、「ゴンザレス」、「ブレックファー
ストバンド」等のバンドの曲を聴きまし
た。今回、聴いた「モリッシー・マレン」
２枚目のアルバムのバックメンバーで
今年の3月22日に亡くなられたクマ原
田（本名：原田時芳）は10代で惣領泰
則らと「シング・アウト」を結成し
NHK-TV「ステージ101」でレギュラー
を務め、ヤマハ『第1回合歓ポピュラー
フェスティバル'69』に出場し“涙をこえ

て”（かぜ耕士作詞、中村八大作曲）で
作曲グランプリを受賞しています。し
かし1971年春に「シング・アウト」を離
れ、ドイツへ渡ってロック・ミュージカ
ル『ヘアー』に音楽監督・プレーヤーと
して参加後、翌年ロンドンに移り住み、
その後は英国を拠点とし音楽活動を
行っていた様です。今日紹介した「ゴ
ンザレス」やスチール・パン（ドラム缶
で作られた音階のある打楽器）の音色
が特徴の「ブレックファーストバンド」
でも演奏、近年はロンドン在住の布袋
寅泰・今井美樹夫妻と親交があり今井
美樹のジャパン・ツアーにも度々参加
していたようです。ここに心よりお悔
やみ申し上げます。最後は「モリッ
シー・マレン」のリーダー達がツアーで
参加した事もある「アベレージ・ホワイ
ト・バンド」３枚目のアルバム「Cut 
The Cake」（写真⑤）よりリオン・ウエ
ア作曲“イフ・アイ・エバアー・ルーズ・ジ
ス・ヘブン”を聴き、本日の『DJタイム』
を締めくくりました。

初めまして。今回コラムを書くこと
になりました『ムールドラムス』で講師
を担当するムール瑠美といいます。
演奏の仕事に行くとよく「芸名なんだ」
と思われるのですが本名です。夫が
スウェーデン人なので苗字がカタカナ
なだけです。よくルームと言い間違
われます。皆様にはムール貝のムール
と覚えていただいたら分かりやすいか
と思います。
まずは自己紹介もふまえてなんでド
ラム講師をやることになったのか、こ
れからじっくりお話し書いていきたい
と思います。
ドラムを始めたのは幼少期などで
はなく大学生になった18歳の頃、もと
もと音楽が好きだったので何か趣味
で楽器をしたいと入部見学に行った
フォークソング部でまずはギターを候
補にあげました。高校時代にも少し
はかじったことのあるものでしたので
なんとなくいいなとは思いましたが、
やはりあの初心者にはだかる大きな
壁コード『F』を思い出し断念。次は

ベースを肩にかけて触らせてもらいま
した。なんという重さ！10秒で肩が
凝る楽器恐るべし。これまたあっさ
り断念。小学生の頃ピアノをやってい
たのでキーボードはどうだろう、、、楽
譜読むのしんどいな、これまた除外。
ヴォーカル、、、声にセンスがないのを
自覚している上に前に出るような性格
でもないのでこれまた除外。もうバ
ンドで音楽を演奏してみたいというさ
さやかな夢は叶わない、と思っていた
時でした。案内してくれた先輩がドラ
ムも叩いてみる？と誘ってくれたので
スティックを借りてスネアとフロアタ
ムをタカタカドコドコ。（一瞬硬直）な
なな、なぁーんだこの楽しさはー！！！
そうなのです。一瞬にしてドラムの
虜になりました。そしてこの楽器を一
生演奏していくというビビビッという
ものを感じたのでした。ビビビ婚みた
いなやつです。（古い？）

そして、ドラムをもっと叩いてみた
い一心でフォークソング部に即入部。

初めてのスリーピースガールズバンド
を結成したのでした。生まれて初めて
叩いた曲は中高年の皆様に懐かしい
あの「シャンプー (Shampoo)」という
二人組の“トラブル(Trouble)”という
曲です。

以上、まずは「おそいドラム人生は
じまり編」読んでいただきありがとう
ございました。次回は～自由にドラム
人生満喫編～です。

今回もいつもの一期一会が・・・
今月もタンゴから映画音楽まで幅広
いジャンルの音楽を皆さんと一緒に楽
しみました。タンゴ好きなご主人が残
してくれたCDアルバムから馴染深い２
曲で開始。オランダのマランド楽団の
「The Latin Carnival」より“月下の蘭”、
アルゼンチンのファン・ダリエンソのア
ルバム「ファン・ダリエンソ名演の時代」
（写真①）より“ラ・クンパルシータ”。タ
ンゴのリズムは他のジャンルの音楽と
は異なり、歯切れの良さが特徴である
と今更ながら感じました。ハリー・ジェー
ム ズ の ア ル バ ム「Comin' From a 
Good Place 」よりこれぞいけいけとい
う感じのビッグバンド曲“ザ・フットスト
ンパー”、続けて同アルバムよりトラン
ペット、サックスのバックで緩やかな感
じで曲が進む“ユール・ネバー・ノウ”。当
時のダンスホールで流れている様な上
品な感じの曲でした。トランペットの名
手ハリー・ジェームズは白人ベイシーの
異名をとっています。ピアニスト、マリ
アン・マクパートランドの「Marian 
McPartlandwithStrings」（写真②）よ
りピアノトリオのバックを幻想的で重厚
なストリングスが奏でる “スレノ
ディー”。同名曲による演奏の聴き比べ
で、今回の曲は“ユーブ・チェンジド”。ア
ン・バートンのアルバム「Blue Barton」

および当時、バック演奏をしていたルイ
ス・ヴァン・ダイク・ピアノトリオのアルバ
ム「The Summer Knows」（写真③）よ
りそれぞれ聴いてみました。アン・バー
トンのボーカルは素直に語りかける口
調で落ち着いた味わい深いものでした。
ルイス・ヴァン・ダイクの方はアン・バー
トンのバックに徹した時とは異なり、卓
越した技量で自由方便なアドリブ・ソロ
が聴かれました。次ぎの1枚目は1976
年に発表されたチェット・アトキンス&
レス・ポールの共演 盤「Chester & 
Lester」（写 真④）より“サムデイ・ス
ウィートハート”“ディード・アイ・ドゥ”の
２曲。ともにカントリーに造詣が深く
卓越したテクニックを持ち合わせてお
り、お互いを意識しながら自由な掛け合
の演奏が随所に聴かれました。他にも
女性ジャズボーカルのペギー・リー
「Things are Swingin'」よりタイトル
曲、トミー・ドーシー楽団に一時在籍し
ていたコーラス・グループ、ザ・パイドパ
イパーズの「In A Tribute To Tommy 
Dorsey」より“オー・ルック・ミー・アッ
ト・ナウ”を聴きました。最後の方は持
参された「決定版不滅の映画音楽大全
集」（写真⑤）より“慕情”“エデンの東”“魅
惑の宵”など1955年より1964年まで
に発表された映画音楽8曲をかけると

同時にこれらの曲が使用された映画に
関するいくつかのエピソードのお話が
有りました。参加者持参の『持ち寄りタ
イム』終了後、ご年輩の方から「皆さんは
自宅でレコードを聴かれる時はどの様
な装置で聴かれているのですか」とい
う質問が有りました。クラブの面々は
素朴な疑問にどの様に応えて良いのか
一瞬戸惑いました。今の皆さんは
iPhone等で聴いていますが、この時代
はスピーカーや密閉型ヘッドホンで聴
くのが当たり前の時代でした。「今でも
この会場で聴くようにスピーカーで聴い
ていますよ」と。「こんな環境で聴けるな
んて良いですね、また聴かせてくださ
い。」と満足げに自転車で暑い中帰られ
ました。
また、この日はもう一つ嬉しいことが
有りました。音 友 会 主 催「ＭＭＦ
-2024」にボランティア参加したい、と
コンサートに参加の女性の方から申し
出が有りました。今回は「街ぐるみの手
作り音楽祭」で開催したい企画でも有
りますのでとても心強くこの日の定例
会に早々に参加していただきました。
レコードコンサートの様子も当日ホール
で一緒に紹介したいと思いますのでボ
ランティア参加していただける皆さん
をお待ちしています。 

▲Trouble/Shampoo

▲⑤Cut The Cake
/Average White Band

▲④Diamond Nights
/Hummingbird

▲③Jeff Beck Group
/Jeff Beck Group

▲②Cape Wrath
/Morrissey Mullen

▲①IF3/IF

▲⑤決定版 不滅の映画
音楽大全集

▲④Chester & Lester
/Chet Atkins,Les Paul

▲③The Summer Knows
/Louis Van Dijk Trio

▲②Silent Pool/Marian 
McPartland With 
Strings
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音友レコード倶楽部Report　持ち寄りタイム 2023年9月 コンサート

人生で一番最初に抱いた将来の夢
は、小説家になることだった。幼い頃
から物書きが好きで、社交的にみんな
で外で遊ぶよりも、ひとり黙々と自分
の好きなことに打ち込む少年時代
だったと記憶している。母親に買って
もらった小型のノートに、自作の小説
を書いた日々を、今でも懐かしく思い
出す。
そんな私が、言葉にメロディーを付
け加えるようになったのは、15歳のと
きのことだった。中学校の昼休みに、
友人たちが音楽室でバンドライブを
披露する、というお知らせが舞い込ん
だ。私自身は特に関心もなかったも
のの、仲の良かった友人に「見に行こ
う」と誘われて、渋々足を運ぶことと
なった。それまでの私の音楽経験は、
せいぜい小学校時代に授業で合唱か
合奏に触れた程度のもので、バンド演
奏はおろかギター演奏すら直接聴い
たこともない。音楽に出会う前の当

時の私は、「バンドマン」という存在
を、ある種の「夢を追いかけて夢に敗
れるもの」とさえ感じていたと思う。
あの日の匂い、音、感覚を、今でも覚
えている。普段、何気なく話していた
友人たちが、一生懸命に歌い、ギター
を掻き鳴らし、ドラムを叩いた。今の
私として当時を思い返すと、演奏レベ
ルは学生バンドの領域を超えていな
かったかもしれない。それでも、あの
ライブが人生初ライブだった当時の私
にとって、彼らの演奏は大きな衝撃
だった。最前列で黄色い声援を浴び
せる女子の声を羨ましく思ったわけで
もなく、演奏しながらキラキラとした
汗をかく姿を素敵だと思ったわけで
もない。流れてゆく日常に言葉にで
きない想いを抱え、何か得体のしれな
い不安や不満を抱え、モラトリアムの
真っ最中だった自分。そんな人間に、
新しい表現手段が提示されたのだ。
そんな興味の塊を目の前にして、私は

■編集部からのお知らせ　　連載「Take」は今号はお休みさせていただきます。

　世界中にラジオ、レコード、蓄音機
など急速に発達した媒体によってコ
ロナウイルスの如く広まったビートは
アメリカ経由のアフリカ由来という事
でした。何故か人類の起源とシンク
ロしてますね。
　追記：前号でアメリカ合衆国では連
れてこられたアフリカ人に対して太鼓
までもが禁止された。と、記しました
が、その謂（いわれ）の一つと思う話。
以前テレビ等のドキュメンタリー番組
に出演していたニューサイエンス学
者：ライアル・ワトソン著の「アフリカ
の白い呪術師」に書かれていた太鼓
についての一節（・・・太鼓は胴筒の内
側に生贄の血を塗る・・・現在は羊の
血だが以前は・・・）とあります。この
様にして作られる太鼓（シャーマンの
為の太鼓と思われるが？）のサイキッ
クな力を畏れ恐れられたのも禁止に
なった一つの訳かも知れません。こ
んな事情も水面下に有ってのアメリカ
合衆国文化、新しい文化が身籠られま
した。
　そして僕はSOHOに 
世界中新しい文化や風情が熟成して
る最中でした。
２０世紀初頭から既にアメリカは経
済、先端技術、文化など全ての面と
云っていいほど世界の中心になって
来ました。メイド イン アメリカ文化
がGパンと共に世界中に伝播しまし
た。特に日本は第二次大戦後アメリ
カ合衆国の統治下に置かれ、戦後の
急速な経済発展の中でアメリカの文
化がどんどん入ってきました、ポップ
スやJAZZ等の音楽やハリウッド映
画、テレビでは毎日のようにアメリカ
のホームドラマ、西部劇、コメディー他
色々流れてました。
GHQの策略だったかもしれません。
Gパンも流行って中学生の時青山に
あった栄光と云う古Gパン専門店へ
無けなしの小遣いで買いに行きまし
た。アメ横のモデルガン店中田商店
でデリンジャーも買いました。改造

して友達の親の密告で酷く叱られま
した。
　そんな時代、ベストセラーだった小
田実著「何でも見てやろう」を読んで
グリニッジビレッジ、ビートニク、ゲイ
の記述が印象的で、後々ビートニクに
かぶれて風月堂（新宿に在った喫茶店
でサブカルチャー嗜好の人が集まっ
ていた。お菓子の風月堂とは全く関
係がない）にも行きました、サルトル
の「嘔吐」を一ページだけ読んで。振
（ぶ）ってるお姉さんとも友達になり
ました。脱線御免
　その豊かなアメリカ社会からはみ
出た（ドロップアウトした）新しい文
化（前 前 号で 書 いたビートニク
云 ・々・・ヨーロッパではフランスを中
心にヌーベルバーグを経て）の中心が
当時のソーホーだったと思います。
立っているだけで滲み込んでくる様
な・・・ソーホー菌は世界中に。
　【後の旧ソビエト連邦のペレストロ
イカ（1980年代後半）も悲惨な結果
になりましたが、中国の若者が民主化
を求めての天安門事件（1989年）五
か月後のベルリンの壁崩壊（1989
年）も伝染していたと思います。】
　そんな中SOHOに、レストランが
開店しました店名は「Food」そんなに
広くなく厨房と客席の間に仕切が無
く椅子はバラバラのリサイクル品。
自然食レストランでした。僕はすぐに
いきました。スタッフも何の強調もな
く感じ良く、食べ物もまあまあの値段
で美味しかったです、後味も良かった
ですが前味が特に良かったです。そ
このデザインやコンセプトが気に
入って何回か行きましたが、すぐに行
列が出来ていました。
　僕はこのレストランが画廊など芸
術関連の場所をさて置き当時のカウ
ンターカルチャーの聖地であった
ソーホーの象徴だったと思います。
　食堂繋がりで、中華街と道路をは
さんでソーホーの端にチキテリと云
う初めての日本食ファーストフード店

も開店、よく行きました。店名の通り
チキンの照り焼きでまあまあ安くて
美味しかったです。が、お茶は日本の
様にサービスではありませんでした。
　ソーホーやビレッジ周辺の古いビ
ルはレンガの外壁が多かったですが、
その幾つかの外壁は一面に巨大な絵
が描かれ、制作中でもありました。
スーパーグラフィックスと云われてま
した。市が協賛していたかもしれま
せん。
　画廊での作品で多かったのは平面、
立体共スーパーリアリズム。ブームで
した。平面はエアーブラッシュを使っ
た写真の様なリアルさで（日本人作家
も何人かいました）面白かったのは作
家は覚えてませんが画面いっぱい絵
具をぐしゃぐしゃにした図柄をスー
パーリアリズムで描いたのも有りまし
た。リアリズム彫刻ではOKHarris
画廊でドゥエイン・ハンソン（違ってた
ら謝罪）の展覧会を見に行きました。
生活の中のリアルな人間像が並んで
ました、その中に裸の男が寝そべって
いるのが在りましたが、その男が突然
跳ね起きたのです。作家のウイット
ですかね。皆仰天しました。
　画廊も毎日変化してました。色々
面白い作品がありました。
次号へ　ポヘーパ

DJ担当：藤田順治

音楽に飛びついた。
そこからの私が選んだ行動は、ギ
ターを買って欲しいと親にせがむでも
友人たちに自分も混ぜてほしいとお
願いするでもなく、学校から借りた２
本の長い棒磁石をもって、家の布団を
ドラム代わりに叩くことだった。ギ
ターもベースも、弾きたかったら楽器
がなければならないが、ドラムなら家
でも見様見真似で叩けると思ったの
だ。MDプレーヤーでポップスを再生
しながら布団を叩き始めたことが、私
の音楽生活の始まりだ。

パーカッション奏者
コンセプチュアルアーチスト
現代アートでは空気、無を梱包して送る
エアメールアートを展開している。

▲ドゥエイン・ハンソン：ショッピングカートの婦人

▲①ファン・ダリエンソ 名演の時代/
Juan D'Arienzo Y Su 
Orquesta Tipica
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